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1 . 岡本 博太（文学研究科ドイツ文学専攻［ドイツ文化］）

「よい子」のためのグリム童話
一一日本における『グリム童話』と『もじゃもじゃペーター』

の受容に関する一考察＿

『グリム兄弟によって集められた、子どもと家庭のメルヒェン集』

(,,Kinder-und Hausmarchen gesammelt <lurch die Bruder Grimm", 1812-

1815、以下『グリム童話』と表記）は、兄ヤーコプ (JacobGrimm, 

1785-1863) と弟ヴィルヘルム (WilhelmGrimm, 1786-1859)のグリム

兄弟の手によって誕生し、今なお世界中で読まれ、また愛され続けてい

る。しかし同時に、数多くのその解釈の中にあって、「『グリム童話』＝

残酷なお話」という否定的な解釈が存在するのもまた事実である。そし

てこの解釈は、特に日本では「数あるうちのひとつの解釈」ではなく、

「『グリム童話』に対する唯一の解釈」、いわば「定説」とさえなってい

るように思われる。

この「定説」に対して、これまで数多くのグリム研究者が取り組んで

きた。残酷だといわれる箇所を分析、考察し、そうした残酷な描写がメ

ルヒェンの中に存在する意義を明らかにしてきた。それによって、その

つど『グリム童話』の新しい解釈の提示を試みてきたのであり、そうし

た研究は今なお続けられている。

しかしこれらの研究、いわば「グリム残酷研究」において、「なぜ今日、

日本においてこれほどまでにそうした残酷な描写が注目されるのか」と

いう問いに答えたものは見当たらない。これまでのグリム残酷研究で

は、それを「問い」ではなく、研究における「当然の前提条件」として

しか捉えてこなかったのである。

そこで本稿では、これまでのグリム残酷研究が当然の前提条件として

看過してきたこの問い、「なぜ今日、日本においてこれほどまでにそう

した残酷な描写が注目されるのか」について考察していきたい。
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まず第 1章にて、『グリム童話』の成立過程と、グリム兄弟によるメ

ルヒェンの書き換え問題についての概観をおこなう。そしてそれによっ

て、グリム残酷研究の重要性を確認するとともに、本稿を草する意義を

見出したい。続いて第2章では、日本における『グリム童話』の歴史を、

特に明治時代に焦点を当てて考察していく。そして、それによって筆者

の仮説である、「日本において、外国の児童文学が輸入される際には常

にその教育的価値が求められ、ここにこそ、今日のグリム童話観の根源

が存在する」ことを検証していきたい。第3章では、 1、2章を総括す

るとともに、今日のグリム童話観と並行する形で述べられることの多

い、「残酷な『グリム童話』は子どもに読ませるべきではない」といっ

た主張について、「子ども」という概念とともに考える。第4章では、『グ

リム童話』に収められている 2話のメルヒェンを取り上げ、そこから新

たなグリム童話観構築への可能性の提言を試みたい。そして最後、終章

である第 5章においては、ハインリヒ・ホフマン (HeinrichHoffmann, 

1809-1894)の『もじゃもじゃペーター、またはおかしなお話と愉快な

挿絵』 (,,DerStruwwelpeter oder lustige Geschichte und drollige Bilder", 

1845、以下『もじゃもじゃペーター』と表記）という作品を取り上げる。

ドイツにおいて『グリム童話』とほぼ同時期に出版された本作品は、 ド

イツでは『グリム童話』に負けず劣らずの人気を誇っているものの、日

本においてはそれほど知られているとはいいがたい。その差異はいかな

る所から生じているのであろうか。『グリム童話』はその展開の善し悪

しを除けば、本稿にて考察を進めていくその受容方法によって広く一般

に普及していった。しかし、この『もじゃもじゃペーター』は『グリム

童話』とは逆に、その受容方法ゆえに日本において日の目を見ることが

なかったように思われる。それゆえ、本作品、そしてその日本における

認知度の低さを考察することは、今日の日本のグリム童話観とその受容

方法の関連性の問題に大きな示唆を与えるものとなりえるであろうし、

また、日本における児童文学の特定の受容方法の影響力の大きさをひと

つの視点からではなく、多角的に見るという意味においても非常に意義

深いものではないかと考える。またそれによって、日本において未だそ

れほど研究、紹介されているとはいえないこの『もじゃもじゃペーター』

に、些細ではあるが光を当てることができたら、という筆者の願いもあ
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わせて述べておきたい。

2. 酒井 友里（文学研究科ドイツ文学専攻［ドイツ文学］）

ハイネ以前の文学作品におけるさまよえるオランダ人

伝説の一考察

ハイネは、小説『フォン・シュナーベレヴォプスキイ氏の回想録から』

の第7章に「さまよえるオランダ人」の伝説（以下、「オランダ人伝説」

とする）を採用している。元来は、船乗りたちの間で語り継がれてきた、

幽霊船にまつわる伝説の一つであったオランダ人伝説が、文学作品とし

て初めて現れたのは、 19世紀初頭、英文学作品においてであり、 ドイツ

文学では、それより遅れて1820年代になってから登場し始め、ハイネが

この物語を書くまでに、既に多くのオランダ人伝説を素材とした作品が

創作されていた。リヒャルト・ワーグナーは、ハイネの作品を原案の一

っとして、オペラ『さまよえるオランダ人』を創作したということであ

るが、ハイネ自身もまた、いくつかのモチーフが共通している点などか

ら、それまでに書かれた作品からいくつかの着想のヒントを得て、オラ

ンダ人伝説を素材とした物語（以下、「オランダ人物語」とする）を書

いたということが、これまでにもたびたび論じられてきた。

本論においても、内容の共通点などから、ハイネのオランダ人物語に

影響を与えた作品として、特にその信憑性の高いと考えられるものを 4

点選び、それらとハイネの作品とを、比較・検討した。本論で取り上げ

た作品は、次のものである：

1. Edward Fitzball : The Flying Dutchman or the Phantom Ship, 

1827? . 

2. Heinrich Smidt: Der ewige Segler (Novelle), 1828. 

3 . M. H . Hudtwalcker: Bruchstilcke aus Karl Bertholds Tagebuch, 1826. 

4 . Vanderdecken s Botschaft in die Heimath. oder die Gewalt der 
Venvandtenliebe: in Morgenblatt fiir gebildete Stande, Nr. 165-167. 

1821. 

以上4作品は、それぞれ、ハイネのオランダ人物語とのモチーフの共通
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点をいくつか持っており、また、作品の内容に関して論じることによっ

ても、ハイネの作品に込められている意味等と通ずるものがあるという

ことがわかってくる。

しかし、筆者は、特に 4番目に挙げた作品との、ある共通点に注目し

た。というのも、一つの論文が、これまでの文献研究とはまた別の結論

を導き出すことを可能にしてくれたからである。その論文とは、

Johannes Barthの，，Neueszum Fliegenden Holl恥der"である。 Barthは、こ

の論文において、 Morgenblattにおける新たな発見（上で挙げた作品の 4.

Vanderdecken s Botschaft in die Heimath, oder die Gewalt der 
Verwandtenliebeを、 BarthはMorgenblattの中より発見した）により、こ

の発見により見出された作品とヴィルヘルム・ハウフの『幽霊船の物語』

(,,Die Geschichte von dem Gespensterschi『, 1826) との関連性について

論じているが、この発見はまた、筆者にとっては、ハイネのオランダ人

物語との関連性をより明らかに示唆してくれるものとなったのである。

これまで、ハイネのオランダ人物語に対しては、一人の忠実な女性

が、呪われたオランダ人船長を、その呪いから解放し救済するという点

ばかりが注目されていた感が否めない。確かに、このハイネの「さまよ

えるオランダ人」だけが得られる救済は、オランダ人伝説に一つの解決

を与え、また、一つの文学作品としての質を高めることに役立った。し

かし、ハイネが「さまよえるオランダ人」に託したのは、愛の成就のみ

であったのだろうか。果たしてこのことだけで、ハイネを実に15年以上

もオランダ人伝説にこだわらせ続けることができたであろうか。

この疑問に一つの答えの可能性を与えてくれたのが、，，Vanderdecken's

Botschaft in die Heimath, oder die Gewalt der Verwandtenliebe"である。

この物語の「さまよえるオランダ人」 Vanderdecken船長は、非常に強い

望郷の念を持っていた。そして、ハイネもまた、ドイツに強い憧れを抱

きながらも、ひとたびパリに赴いた後は、ほとんど祖国の土を踏むこと

もできず、異国の地でその生涯を終えた。この両者に共通する故郷に対

する想いこそが、ハイネがオランダ人伝説に強く惹かれた理由だと考え

ることができるのではないだろうか。
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3. 瀬川 陽子（文学研究科ドイツ文学専攻［ドイツ文学］）

クリエムビルト 行動の変遷

―北欧伝説から『ニーベルンゲンの歌』まで一―

ドイツ中世叙事詩として不動の地位を確立している『ニーベルンゲン

の歌』。華やかな宮廷模様と血生臭い殺裁の場面とがない交ぜになった

この作品は、同時代の他の作品と比べても一種異様である。これは元々

古いゲルマンの歴史的素材が時代を経、場所を変えるにつれて、いろい

ろの添加や改変を受けたことに由来する。

この作品の登場人物として一際目立つのが、作品前半部分では貴婦人

として描かれながら後半部分では復讐の鬼に変じるクリエムヒルトであ

る。派生物である北欧伝説や、『ニーベルンゲンの歌』に至るまでの発

展途中の歌謡のある段階までは、彼女は烈女という特徴を持ちながらも

『ニーベルンゲンの歌』に見られるような執拗さ残忍さを持たなかった。

発展途中の歌謡のある段階以降において、そして『ニーベルンゲンの

歌』において、なぜ彼女がそのような特徴を得たのか。それは彼女の夫、

英雄ジーフリトに由来する。ジーフリトは彼女の兄弟に謀殺されてしま

うのだが、『ニーベルンゲンの歌』では、夫の仇を討つために、クリエ

ムヒルトは幾年にもわたり策謀をめぐらせる。しかし北欧伝説や発展段

階の歌謡を見ると、彼女の復馨の動機も対象も、当初全く別の人物で

あったことが知れる。発展段階の初期において彼女は、ジーフリト死後

の再婚相手に、自分の兄弟を殺したという理由で、計画的ではないやり

方で復讐するのである。

いずれにせよどのエピソードにおいても彼女は誰かに復讐するのだか

ら、気性の激しい女性であるには違いない。けれども、新しい段階と古

い段階とのこの断絶はどこから起こりえたのだろうか。

彼女の行動を変え、それにともない像をも変えるには、地理的・時代

的な要因が大きくかかわっている。かつてはさほどクローズアップされ

ていなかった、夫ジーフリトヘの愛という要素は時を経るにつれ、歌謡

が発展するにつれ重要視されるようになってゆく。これが最高潮に達し

たさまが、『ニーベルンゲンの歌』に描かれている。

本論文では、派生物である北欧伝説や、その発展途中の歌謡において
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彼女の行動がどういった改変を受けたのかを調べる。そのうえで『ニー

ベルンゲンの歌』における彼女の描写に注目して、彼女の像の転変を示

したい。
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